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lご存知ですかi時短奨励金
「中小企業労働時間短縮促進特別奨励金」は、

労働基準法に基づく 1週間40時間労働制 を計

画して、それに従って①省力化投資(リース

によるものも可) または②従業員を新たに雇

い入れて、 1週間の所定労働時間を 1時間以

上短縮した事業主に支給する助成金です。

豆盃重自
l. 業種によって、事業場の規模に条f!-Iこがつ
けられています。例えば、

製造業、建設業は、従業員 1-300人の事業場

商業、接客娯楽業は、従業員10-300人の事業場

2_法律で週40時間労働制と決められる前に週40

時間以下に してください。 (前記 1の事業場は

平成 9年 3月31日まで)

3_週40時間以内とするために次の(イ)または(ロ)の

事を計画し、実行して ください。

(イ) 1 -30人の事業場は150万円以上

'31-300人の事業場は300万円以上

の省力化投資を行なうこと(この金額はリース

の場合は 3年間の所要額)

「省力化投資等」 とは、 (1)設備投資や(2)1足業

員能力向上のための研修費などをいいます。

(ロ) 新たに 1人以上の常用従業員を雇い入れる

こと (従業員31人以上の事業場が短時間従業

員を雇い入れるとき は2人以上)

4 週所定労働時間を 1時間以上短縮してくださ

い。短縮したことについて就業規則等を変更し

てくださし、

医盃望日

短U縮到、L、のた、k所定、労、働、、時 、敏、、、 q 、a、v、労mz』働nす行る政 1 -30人 31-¥00人 ¥01-300人

l 時 間 以上 2U.f IHJ未満 25万円 757J1lj 150JiJIj 

2 日寺 Ii:j t1 上 50JjJ"[j 1 507H~ 300)jJ'j 

3時 IIfJ以上短縮し、 かつ
757)J"[j 2007J門 3757jj工I

迎 4011寺Ii¥Jを達 成 したよ品作

|この奨励金を受給するためには |

一労働時間短縮支援センターへの手続き一

H寺間短縮計画の認定申請をして認定を受け、省

力化投資や扉入れを行なったらその報告書を出し

ます。計画がすべて実行されたら奨励金の支給申

請書を提出します。

以上の説明は簡略化しであります。詳しい

ことは

労働時間短縮支援センター東京都支部

電話 03(5294) 0151 または

労働基準|詰督署11日田支所

電話 (24) 6881 におたずねください。

編集後記
昨年の東法連主催の会報コンクールで受賞したそれぞれの会報をみると 、①わかり易い

行事予定、②読み易い記事、③税以外の情報、例えば企業経営面の話、④趣味 ・同好会の

話題など社内の皆に読んで、もらえる内容のものなど親しみのあるものにな っています。

会員の皆さんからいろいろの情報をいただくことで、より身近な会報ができると思いま

す。 ご協力をお願いいたします。

発行入社団法人 町田法人会会長岩波弘介

編集入社団法人町田法人会広報委員会

東京都町田市原町田 3丁目 4番4号

TEL 0427 (26) 2453 FAX 0427 (24) 5853 

法人会のシンボルマークです。

カラーはマリ ンブル O 
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.充実の医療保障で‘安心。

.海外での事故・病気も保障。

c毎外アシスタンスサービス制度あり)
.圏内・海外での救援者費用も保障。

・女性医療特約により女性特有の疾病による入院も保障。

事
業
一
筋
に
打
ち
込
ん
で
き
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め
、

と
ち
ら
か
と
い
え
ば
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
将
来
に
対
す
る
備
え
。

企
業
の
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も
に
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す
ま
す
重
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て
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す
。

そ
ん
な
重
責
を
果
た
し
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つ
も
、
余
裕
か
感
じ
ら
れ
る
毎
日
を
・

き
っ
と
表
情
に
も
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
は
す
で
す
。

。

.最長85歳までの長期保障、保険料は満期まで 定0

.法人が負担した保険料は、

一定の範囲で損金に算入できます0

・重責にふさわしい最高4億円を超える大型保障。

企業保障フラン〔総合型LJ
法人会の経営者大型総合保障制度 ] 

漏)
西東京支后/八王子市旭町10-3
(安嶋中央ビlレ3F)TEし0426-44-3151 
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D~/DO 大同生命
八王子支社町田営業所/町田市中町1-1-16

TEL 0427-22-5756 (東京建物町田ビル8F)

ヨ|受会社


